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POWアンバサダー

中山悠也

丸山春菜

小西隆文

植木鹿一

小松吾郎

大池  拓磨

鈴村  新

五明  淳

山崎  恵太

中村  陽子

佐々木  大輔

玉井  太朗

鈴木  彩乃

中島  力

橋本  通代

佐藤  亜耶

河野  健児

河野  由貴子

小野塚  彩那
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パートナー
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メディア掲載

WEB
SNOW HEAVEN
https://snowheaven.jp/pow-japan-interview

BRAVO MOUNTAIN
https://bravo-m.futabanet.jp/articles/-/120811

SURF&SNOW
https://surfsnow.jp/article/ski-snowboard/detail/1day2022/

poroco
https://www.poroco.co.jp/newsreport/1619/

新聞

新聞掲載　6 記事
テレビ放送　2 回 
スノー関連雑誌　2 媒体
WEB記事　6 記事



POW JAPAN 紹介

ファイナンス

事務局理事会

2021 -22  財務報告
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髙田  翔太郎  事務局長   

脊戸柳  武彦  副事務局長  

小松  由紀子  

鈴木  瞳

笹田  知里

小松  吾郎  代表理事  

玉井  太朗  理事  

中村  陽子  理事

中島  力  理事

藤田  崇宏  監事

2021-22決算報告書はWEBサイト（https://protectourwinters.jp/aboutpow/）よりご覧いただけます。
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収入

支出
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2021-22決算報告書はWEBサイト（https://protectourwinters.jp/aboutpow/）よりご覧いただけます。

変化の「うねり」を
巻き起こすために

　気候の変化が雪山の影響にとどまらないことを実感する機会が増
えてきました。最近は、自分の経験として気候変動を語る人にも多く出
会います。同じ土地に長く暮らす年配の人、農林業や漁業、あるいはア
ウトドアに従事する人、海や川で遊ぶ人、自然と向き合う生活を送る
人たちから聞かされる雪山以外のストーリーは貴重です。今年6月の
猛暑は記憶に新しいですが、日本だけではなく、ヨーロッパ、インド、
バングラデシュ、中国、アメリカ、カナダ、オーストラリア、異常な熱波
や豪雨、洪水のニュースが世界各地から届く状況は、より深刻さを増し
ています。
 
　そんな状況の中で、世界では“気候変動”はもはや環境の問題にとど
まらず、経済や金融、安全保障や人権といった様々な分野を横断する
話になっていて、G7（世界経済について話し合う主要国首脳会議）で
議論されるようなテーマになっています。つまり、気候変動の影響は
いま世界が抱える様々な問題を悪化させることにも繋がるし、その解
決策はエネルギーのみならず、農林業や食、交通、まちづくり、教育、金
融など、多様なテーマからのアプローチを必要としている。それが世
界の共通認識です。
 
　日本においてはどうでしょうか？ 残念ながら、その共通認識が社会
に共有されているとは言えない状況です。この原稿を書いている今
日、参院選の投票日ですが、政党や候補者の主張、メディアの報道から
は、気候やエネルギー、環境の話はなかなか聞こえてきませんでした。
気候危機は実感しているものの、その解決に向けた行動に対して積極
的になれない、日本はそんな状況かも知れません。変わることへの抵
抗が社会に重くはびこっているように感じます。
 
　一方で、希望を感じる景色も見えています。気候変動を争点化させ
るために自ら政党や候補者の政策をチェックし公表する環境団体や
若者を中心とした取り組みは、投票行動の貴重な判断材料になってい
ます。POW JAPANの活動拠点となっている白馬村で行われた村長選

事務局長
髙田翔太郎

事務局長メッセージ

では、環境や気候変動対策は重要なテーマの一つになっていました。
また、SNS上で自分の意見や考えを発信し、投票を呼びかける投稿も
増えてきているように感じますし、自身の周りでも様々な形で選挙に
関わる同世代（30 ～ 40代）が多くいます。

　大事にしたいこと、重要と考えているテーマのために、行動を起こ
すこと。共感できる仲間と共にその輪を広げて社会に対して発信し、
関わっていくこと。この姿勢と行動の積み重ねこそが気候危機の解決
においても希望の光を大きくします。

　このような現状認識と未来への視座を持ちながら、2022年以降、
POW JAPANでは以下のことに注力していきます。まずは気候危機の
解決に向けた市民ムーブメントに貢献する、アウトドアコミュニティを
大きくします。自然環境を守り、再生させていくことの重要さを発信
し、社会の課題を同時に解決していく気候変動対策の共有をしてい
きます。その上で、国の政策や目標に影響を与えられるコミュニティに
成長させ、効果的なタイミングでキャンペーンを実施します。企業や自
治体の対策の目安は国の目標に左右されるため、脱炭素化の加速に
は、国の高い目標設定が欠かせません。そして、スノータウンのサステ
ナブル化を進めます。自分たちの遊び場であるスキー場や暮らす街が
自然環境に配慮された形に進化していくには、スキー場や自治体の
取組に期待するだけではなく、利用者（市民）の賛同や応援が大きな
後押しとなります。スノータウンが日本の脱炭素化をリードする存在
になること、これはスキーヤー、スノーボーダーにとっても誇らしいこ
とです。

 　“冬を守りたい”から始まったムーブメントは、自然を愛する想いを
原動力に着実に広がっています。気候危機の解決を目指すPOWの活
動を通して感じる、「社会を良い方向に変えられる」という手応えと、
「変化」の実感を、応援してくださるみなさまと共有しながら、前進し
ていきます。

前に進む“力”を与えてくれるみなさまの存在に、心より感謝申し上げ
ます。
共に、より良い未来に向かって。



POW JAPAN連絡先

一般社団法人Protect Our Winters Japan

info@protectourwinters.jp

ご支援のお願い

POW JAPANは非営利徹底型の一般社団法人として活動を行っていま
す。そのため、私たちの活動の大部分は、皆さまからのご寄付とご支援
に支えられています。
雪山や冬を愛する仲間のサポートが、POW JAPANの活動をよりパワフ
ルで効果的なものへと押し上げてくれているのです。継続的なご支援
に心から感謝申し上げます。
引き続き皆さまのご支援・ご協力をお願いいたします。
https://protectourwinters.jp/supporter/

Ayako Niki


